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1  は じ め に

これまでに果実の熟度を非破壊的に判定する場合,透過

光によるクロロフィル測定値が有用なことが明らかになっ

ている1)。 特にクロロフィル測定値と糖度の間には相関関係

が認められるが2λ r‐ -05程度と高いものではないので両
者の間に介在する他の変動要因を探索する。

ここでは 1樹内の果実の屈折計示度に影響すると思われ

る着果条件及び果実形質について相互関係を明らかにしよ

うとした。

2試 験 方 法

ふじ/マ ルバカイドウ25年鶴 を 1樹用い,1982, 1983

年の 2か年に400果ずつサンプリングした。収穫日はそれ

ぞれ11月 2日 ,10月 31日であり,収穫の際には表 1.2に示

す着果条件を記録した。果実形質のうちクロロフィル測定

値及びみつ測定値についてはIQソ ーターを用い,それぞ

れ ′OD(700 nm-740 nm),zOD(760 nm-810nm)

の値を測定した。屈折計示度は 1果ごとのジュースにつき

自動果汁分析計 (平沼製咋所)を用いて測定した。

得られたデータにつき各アイテム別にカテゴリー分類を

行い,屈折計示度を目的変数 (Y)と して数量化 (1)類
により統計処理を行った。

3 試験結果及び考察

表 1,2にそれぞれの年における各アイテム別のカテゴリ

ー分類区分と該当するカテゴリー数量を示した。

カテゴリー数量は他のアイテムの影響を打ち消すように

基準化された数値であり,Y=attΣ x(j.k)の 式に j

(1～10)ア イテム, k(1～ 9)カ テゴリーヽ 数量を代
入し,累計することによって,その着果条件及び果実形質
における屈折計示度の予測値が得られる。つまり,カ テゴ

リー数量はYに対するプラス,マ イナス別の働きの大きさ

を示している。

レンジ及び偏相関係数の大きいアイテムはどYに対する影

響が大きいといえる。
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表 2 1983年アイテム,カ テゴリー分類とカテゴリー数量及び偏相関係数
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1982年の襲穫果において果実屈折計示度に影響する要因

は大きい順に,ク ロロフィル測定け 位>受光量藩 葉程

度>その他であった。屈折計示度はクロロフィル測定値の低

いほど高く,またE方位で低く,w方位が高かった。受光量
が多いと高く,落葉が多いほど低かった。クロロフィル測定

値に比較すると着色の影響はかなり低く,着色指数10(全

面濃赤色に着色)になってはじめて屈折計示度を高めた。

1983年の収穫果において果実屈折計示度に影響する要因

としては大きい順に方位>ク ロロフィル演1定値>種子数>
果肉硬度>その他であった。屈折計示度は方位別には、NE
で低くSWが高いという前年より45度回転した結果であっ
た。クロロフィル測定値については前年と同様であった。

種子数は少ない方が高かった。果肉硬度は16ポ ンド以上の

やや硬い果実の方が屈折計示度が高かった。

両年ともに大きい要因として認められた着果方位につい

ては 1樹だけの結果であったので,他樹で確認を行った結

果を表 3に示した。 1,82年 は,樹平均で,E方位の屈折計
示度が低かった。1983年調査の間伐区は前年まで10× 6″

に栽植された東西夕1の ものを問伐し10X12″植えの南北列

にし,独立樹に近いものになった区であるが,やはりW方

位>E方位の傾向にあった。
以 卜,ク ロロフィル測定値についてはこれまでの結果と

同様であり,ク ロロフィル含有量が少ない果実ほど屈折計

示度が高く,両者には強に関連が認められた。着果方位に
ついては,ク ロ,フ ィルlAl定値と同等に影響が大きく,こ の

事については,西 日の重要性 (午育tと午後の気温,湿度,土

壌水分の違い),あ るいは風向と蒸散の影響 (西風が主風向)

表 3 着果劾立別屈折計示度 (%)

方 位
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について検討を要する問題である。種子数の影響について

も,種子発育と果実発育との関係から更に検討を要する。

4  ま  と  め

1樹内の果実屈折計示度に影響する着果,果実形質要因
を数量化はルこより探索したところ,2年間とも選択した10
ァイテムにより重相関係数 08程度の数値が得られた。この

うち,クロロフィル測定値についてはこれまでも知られてい

た知見ではあるが,着果方位が大きい要因であることは必

ずしも知られてはいなかった。この点,わ い化栽培が現在 ,

南懇 のヽ密植方式によってなされているため東西間に品質

較差が生 しているかについて今後,検討を要する。
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